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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 133,063 △1.1 14,767 35.4 12,503 98.8 6,352 137.9
21年3月期第3四半期 134,543 ― 10,904 ― 6,290 ― 2,670 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 100.15 ―

21年3月期第3四半期 42.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 355,181 112,061 31.1 1,739.20
21年3月期 330,640 96,560 28.7 1,498.47

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  110,307百万円 21年3月期  95,049百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 32.00 ― 0.00 32.00
22年3月期 ― 23.50 ―

22年3月期 
（予想）

25.00 48.50

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 180,000 2.3 17,400 17.8 13,000 31.4 6,050 33.5 95.35
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および合理的であると判断する一定の前提
に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって、予想数値と異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる仮定およ
び業績予想のご利用にあたっての注意事項は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 63,878,505株 21年3月期  63,878,505株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  454,447株 21年3月期  447,874株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 63,426,103株 21年3月期第3四半期 63,451,760株
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【定性的情報・財務諸表等】 
 
１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、金融システムに対する過度な不安が後退し、徐々に

底入れ観測が広がり始め、一部の地域では景気回復がみられ始めたものの、総じて低迷が続きま

した。一方、わが国経済においても、生産面での持ち直しや輸出の回復は見られたものの、雇用

情勢の悪化やデフレ懸念の台頭に加え、ドバイ・ショックや急激な為替変動が生じるなど、厳し

い経営環境のもとに推移しました。 
このような状況下で、当社グループは、引き続き先進的な医療機器の開発および医薬品事業の

拡充を推進するとともに、生産効率の向上と販売力の強化に努め、業績向上に取り組んでまいり

ました。 
この結果、当第３四半期の連結売上高は、前年同期比１．１％減少の１，３３０億６３百万円

となりましたが、利益面につきましては、売上総利益が前年同期比２．０％の増加、販売費及び

一般管理費が前年同期比１１．１％の減少となったことにより、営業利益は前年同期比３５．４％

増加の１４７億６７百万円となりました。また、経常利益につきましては、為替差損等の営業外

費用が減少したため前年同期比９８．８％増加の１２５億３百万円となり、四半期純利益は前年

同期比１３７．９％増加の６３億５２百万円となりました。 
セグメント別の概要は、以下のとおりであります。 

（１）医療機器部門 
国内販売におきましては、医療費の抑制を目的とした医療制度改革が推し進められるなか、医

療施設をはじめ医療業界全般において経営の効率化が求められるなど、市場環境、経営環境はま

すます厳しいものとなりました。 
このような状況のもと、引き続き積極的な販売展開、販売効率の向上に努め、製品群別では、

新型インフルエンザ対策、安全機構付き製品、経腸栄養関連製品を中心とした注射・輸液関連製

品や透析システムを中心とした医療器械関連製品、真空採血管、採血針、血糖測定器を中心とし

た検査関連製品、補助人工心臓、人工肺関連製品、ガイディングカテーテル、血栓捕捉カテーテ

ル等のバスキュラー関連製品の各々で堅実に売上高を伸ばし利益を確保することができました。 
一方、海外販売におきましては、円高・ドル安の市場環境に大きな影響を受けましたが、発展

著しい中国市場における販売拠点の拡充や現地に密着した販売の強化を行うほか、ブラジルをは

じめとする中南米諸国や欧州市場における販売拡大を積極的に推し進めた結果、売上高は堅調に

推移しました。製品群別では、ダイアライザ等の人工臓器関連製品が大きな伸びを示すとともに、

注射・輸液関連製品も堅調な伸びを示し、市場の要望が高い糖尿病関連製品や安全機構付き製品

においても順調な伸びを示しました。また在庫の圧縮や経費の削減を強力に推し進めてきた結果、

収益状況も大幅に改善してまいりました。 
この結果、当部門の売上高は前年同期比３．６％減少の８２８億６百万円となりました。 

（２）医薬品部門 
高齢化社会の進展やＤＰＣ導入施設が増加するなか、ジェネリック医薬品の普及促進政策を背

景として、特色ある医薬品の販売を推進してまいりました。その結果、「液・粉」のダブルバッ

グキット製剤、プレミクスドバッグ製剤、プラスチックアンプル製剤などの注射剤および口腔内

崩壊錠・徐放製剤などの経口剤はもとより、ろ過型人工腎臓用補液キット製剤等の透析関連医薬

品におきましても、順調な伸びを示すことができました。また、受託事業におきましては、ステ

ロイド系注射剤の新棟建設による受託開始、並びに経口剤も大手製薬への納入および新規案件の

獲得と、わが国最大の医薬品受託企業グループとして高品質製品の安定供給ができる体制が確立

し、受託製造は大きく前進しました。 
この結果、当部門の売上高は前年同期比６．２％増加の４３１億２６百万円となりました。 
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（３）器材部門 
医薬用硝子におきましては、アンプル用硝子は容器形態の変革等により国内販売が低迷しまし

たが、管瓶用硝子および管瓶は好調に推移しました。 
一方、硝子器材におきましては、魔法瓶用硝子は円高と世界的な景気停滞により、特に中近東

向けの輸出が減少し、照明用硝子では、自動車関連については回復の兆しが出てまいりましたが、

液晶バックライト関連は、価格下落と生産拠点の海外シフトやＬＥＤ化等の影響を受け、大幅な

減少となりました。また、硝子以外の商材につきましては、衛生用品を中心とする家庭日用品関

連製品は健闘したものの、その他のものは消費の低迷により低調に推移しました。 
この結果、当部門の売上高は前年同期比１３．７％減少の６４億８５百万円となりました。 

（４）その他部門 
主に医療機器製造機械等の販売および不動産賃貸による売上高が６億４５百万円（前年同期比

２１．５％増）となりました。 
 

２．連結財政状態に関する定性的情報 
（１）資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、３，５５１億８１百万円で、前連結会計年度末に

比べ２４５億４０百万円の増加となりました。このうち、流動資産は１，７４７億８０百万円で、

１３９億１５百万円の増加、固定資産は１，８０４億円で、１０６億２４百万円の増加となりま

した。流動資産の増加の主な要因は、受取手形及び売掛金が７２億８２百万円増加したことによ

るものであり、固定資産の増加の主な要因は、投資有価証券が１２１億９２百万円増加したこと

によるものであります。 
一方、負債合計は、２，４３１億１９百万円で、前連結会計年度末に比べ９０億３９百万円の

増加となりました。このうち、流動負債は１，２５３億６１百万円で、１０５億６５百万円の増

加、固定負債は１，１７７億５８百万円で、１５億２５百万円の減少となりました。流動負債の

増加の主な要因は、短期借入金が１４１億８３百万円増加したことによるものであり、固定負債

の減少の主な要因は、転換社債型新株予約権付社債が１４０億円減少したことによるものであり

ます。 
また、純資産合計は１，１２０億６１百万円で、前連結会計年度末に比べ１５５億１百万円の

増加となりました。このうち、株主資本は１，０４０億９４百万円で、４８億５０百万円の増加、

評価・換算差額等は６２億１２百万円で、１０４億７百万円の増加となりました。株主資本の増

加の主な要因は、利益剰余金が４８億６１百万円増加したことによるものであり、評価・換算差

額等の増加の主な要因は、その他有価証券評価差額金が７８億６６百万円増加したことによるも

のであります。 
（２）連結キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下資金という)の残高は、前連結

会計年度末に比べて４０億１４百万円増加し、４９３億６６百万円となりました。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、１５６億８１百万円となりました。収入の主な科目は、税金

等調整前四半期純利益が１１８億２４百万円、減価償却費が１３４億１百万円であり、支出の主

な科目は、売上債権の増加額が９２億８６百万円、法人税等の支払額が４０億９１百万円であり

ます。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、支出した資金は２２４億２７百万円となりました。支出の主な科目は、 固

定資産の取得による支出２２９億４７百万円であります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動の結果、収入超過となった資金は１１２億５４百万円となりました。収入の主な科目

は、短期借入金の純増加額が１２８億３９百万円、コマーシャル・ペーパーの増加額が１００億

円、長期借入による収入が１７７億７７百万円であり、支出の主な科目は、長期借入金の返済に

よる支出が１３５億６０百万円、社債の償還による支出が１７１億２０百万円であります。 
 

３．連結業績予想に関する定性的情報 
今後の世界経済は、新興国における経済力の高まりが期待されるものの、総じて回復の見込み

は乏しいものと思われます。一方、わが国経済におきましても設備投資や個人消費の急回復を見

込むことができず、依然として厳しい経営環境が続くものと予想されます。 
このような状況下で、当社グループは引き続き生産・販売体制の拡充と効率向上をめざし、新

規事業の拡充にも積極的に注力しつつ、業績向上に努めてまいります。 
業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間における業績が、ほぼ予想通りに推移し

ておりますので、平成２１年１１月１１日公表の業績予想を変更しておりません。 
なお、平成２２年２月３日に発表いたしましたHome Diagnostics, Inc社の公開買付け、その

後の合併を含む買収に伴う当社グループの平成２２年３月期連結業績に与える影響につきまして

は、現時点において軽微と見込んでおります。 
 
４．その他 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 
（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
    ① 簡便な会計処理 
      １）一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著

しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積

高を算定しております。 
２）棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半

期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によってお

ります。 
      ３）固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算定する方法によっております。 
      ４）繰延税金資産及び負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、一時差異の発生状況等について前連結会

計年度末から著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将

来の業績予測及びタックス・プランニングを利用しております。 
    ② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 
（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

該当事項はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 53,279 49,200

受取手形及び売掛金 58,229 50,947

商品及び製品 38,432 35,759

仕掛品 6,046 6,410

原材料及び貯蔵品 9,648 8,944

繰延税金資産 3,118 2,846

その他 6,513 7,167

貸倒引当金 △488 △410

流動資産合計 174,780 160,865

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 107,173 101,361

減価償却累計額及び減損損失累計額 △55,578 △52,229

建物及び構築物（純額） 51,595 49,131

機械装置及び運搬具 116,423 107,843

減価償却累計額及び減損損失累計額 △78,723 △71,319

機械装置及び運搬具（純額） 37,699 36,524

土地 19,752 19,459

リース資産 1,325 93

減価償却累計額 △111 △11

リース資産（純額） 1,213 81

建設仮勘定 10,601 16,847

その他 24,621 23,394

減価償却累計額及び減損損失累計額 △20,194 △18,699

その他（純額） 4,427 4,694

有形固定資産合計 125,289 126,739

無形固定資産   

のれん 638 851

リース資産 65 －

その他 1,608 1,597

無形固定資産合計 2,312 2,448

投資その他の資産   

投資有価証券 49,062 36,869

繰延税金資産 160 140

差入保証金 4,132 4,229

その他 2,583 2,561

貸倒引当金 △3,142 △3,214

投資その他の資産合計 52,797 40,587

固定資産合計 180,400 169,775

資産合計 355,181 330,640
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 29,365 28,322

短期借入金 62,362 48,179

コマーシャル・ペーパー 10,000 －

1年内償還予定の社債 3,130 6,140

リース債務 299 72

未払金 3,976 4,437

未払法人税等 3,668 2,281

賞与引当金 1,391 1,615

役員賞与引当金 135 3

事業整理損失引当金 1,954 1,954

設備関係支払手形 3,092 14,452

その他 5,984 7,336

流動負債合計 125,361 114,795

固定負債   

社債 38,050 35,160

転換社債型新株予約権付社債 － 14,000

長期借入金 67,855 65,012

リース債務 1,105 92

繰延税金負債 6,277 913

退職給付引当金 2,056 1,888

役員退職慰労引当金 600 631

訴訟損失引当金 170 170

その他 1,644 1,416

固定負債合計 117,758 119,284

負債合計 243,119 234,080

純資産の部   

株主資本   

資本金 28,663 28,663

資本剰余金 29,972 29,973

利益剰余金 46,319 41,457

自己株式 △860 △849

株主資本合計 104,094 99,244

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 12,864 4,998

為替換算調整勘定 △6,652 △9,193

評価・換算差額等合計 6,212 △4,195

少数株主持分 1,754 1,511

純資産合計 112,061 96,560

負債純資産合計 355,181 330,640
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 134,543 133,063

売上原価 95,908 93,642

売上総利益 38,635 39,421

販売費及び一般管理費 27,730 24,653

営業利益 10,904 14,767

営業外収益   

受取利息 341 175

受取配当金 721 598

その他 405 534

営業外収益合計 1,468 1,308

営業外費用   

支払利息 1,722 1,694

減価償却費 271 166

為替差損 3,881 534

持分法による投資損失 137 1,055

その他 70 121

営業外費用合計 6,083 3,571

経常利益 6,290 12,503

特別利益   

固定資産売却益 278 23

受取和解金 200 －

受取補償金 － 193

保険解約返戻金 － 109

その他 161 26

特別利益合計 640 352

特別損失   

固定資産除却損 140 53

減損損失 130 －

異常製造原価 362 486

たな卸資産評価損 229 －

受取補償金対応損失 － 190

製品回収関連損失 － 159

その他 316 142

特別損失合計 1,180 1,031

税金等調整前四半期純利益 5,750 11,824

法人税、住民税及び事業税 2,554 5,521

法人税等調整額 332 △295

法人税等合計 2,886 5,225

少数株主利益 193 246

四半期純利益 2,670 6,352
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 5,750 11,824

減価償却費 13,120 13,401

減損損失 130 －

のれん償却額 261 220

持分法による投資損益（△は益） 137 1,055

貸倒引当金の増減額（△は減少） 385 1

受取利息及び受取配当金 △1,063 △773

支払利息 1,722 1,694

為替差損益（△は益） 1,140 32

売上債権の増減額（△は増加） △10,451 △9,286

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,712 △2,558

仕入債務の増減額（△は減少） 7,382 5,060

その他の資産の増減額（△は増加） △731 230

その他の負債の増減額（△は減少） △179 △765

その他の損益（△は益） △490 △76

小計 11,403 20,059

利息及び配当金の受取額 1,011 882

利息の支払額 △1,618 △1,507

その他の収入 730 763

その他の支出 △247 △425

法人税等の支払額 △3,403 △4,091

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,876 15,681

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △2,267 △1,679

定期預金の払戻による収入 2,001 1,604

投資有価証券の取得による支出 △374 △8

固定資産の取得による支出 △16,171 △22,947

固定資産の売却による収入 377 55

設備投資助成金の受入による収入 1,838 202

短期貸付金の純増減額（△は増加） 97 343

貸付金の回収による収入 48 0

その他の支出 △0 －

その他の収入 1 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,447 △22,427
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,877 12,839

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） － 10,000

長期借入れによる収入 20,250 17,777

長期借入金の返済による支出 △10,992 △13,560

社債の発行による収入 － 2,982

社債の償還による支出 △10,130 △17,120

少数株主からの払込みによる収入 9 －

自己株式の増減額（△は増加） △51 △11

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △30 △152

配当金の支払額 △2,595 △1,477

少数株主への配当金の支払額 － △2

その他の支出 △0 △21

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,662 11,254

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,150 △494

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,384 4,014

現金及び現金同等物の期首残高 47,656 45,352

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 809 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 39,082 49,366
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 （４）継続企業の前提に関する注記 

     該当事項はありません。 

 

 

 （５）セグメント情報 

 

   ①事業の種類別セグメント情報 

 

   前第３四半期連結累計期間（自 平成２０年４月１日 至 平成２０年１２月３１日）    (単位 百万円) 

 
医療機器 医 薬 品 器 材 そ の 他 計 

消去又は

全  社
連 結 

   売 上 高 

 (1)外 部 顧 客 に 

  対 す る 売 上 高 

 (2)セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 

 

   85,874 

 

       － 

 

   40,624 

 

        0 

 

   7,514 

 

    2,529 

 

      530 

 

       56 

 

  134,543 

 

    2,586 

 

       － 

 

 (  2,586)

 

  134,543 

 

       － 

計    85,874   40,624   10,044      586   137,130  (  2,586)   134,543 

営 業 利 益    11,418     3,573     1,370         8   16,371  (  5,466)   10,904 

 

 

 

   当第３四半期連結累計期間（自 平成２１年４月１日 至 平成２１年１２月３１日）    (単位 百万円) 

 
医療機器 医 薬 品 器 材 そ の 他 計 

消去又は

全  社
連 結 

   売 上 高 

 (1)外 部 顧 客 に 

  対 す る 売 上 高 

 (2)セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 

 

   82,806 

 

       － 

 

   43,126 

 

        0 

 

   6,485 

 

    3,079 

 

      645 

 

       70 

 

  133,063 

 

    3,149 

 

       － 

 

 (  3,149)

 

  133,063 

 

       － 

計    82,806   43,126    9,564      715   136,213  (  3,149)   133,063 

営 業 利 益    14,045     4,037     1,417        70   19,571  (  4,803)   14,767 

 

 
    （注）事業区分の方法および各区分に属する主要な製品および商品の名称 

           事業区分は、市場における使用目的の類似性を考慮して区分しております。 

             各事業区分に属する主要な製品および商品名は次のとおりであります。 
 

  事 業 区 分     主  要  製  品  お   よ   び  商  品  名 

  医 療 機 器   人工腎臓透析器、血液回路、注射針、注射筒、輸液セット等 

  医 薬 品   生理食塩水溶解キット品、薬剤溶解液付キット品、薬剤充填済注射筒、人工腎臓透析用剤、循環器官用剤等

  器 材   医薬用硝子、魔法瓶用硝子、照明用硝子、プラスチック容器用栓、ゴム栓等 

 

 

  そ の 他   医療機器製造機械、不動産賃貸料等 
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   ②所在地別セグメント情報 
 

   前第３四半期連結累計期間（自 平成２０年４月１日 至 平成２０年１２月３１日）    (単位 百万円) 

 
日 本 アメリカ ヨーロッパ ア ジ ア 計 

消去又は

全 社
連 結

  売 上 高 

 (1)外 部 顧 客 に 

   対 す る 売 上 高 

 (2)セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 

 

  103,585 

 

   24,051 

 

   15,879

 

      742

 

    9,344

 

        1

 

    5,734

 

   10,858

 

  134,543 

 

   35,653 

 

      －

 

(  35,653)

 

  134,543

 

      －

計   127,636    16,621   9,345    16,593   170,197 (  35,653)   134,543

営業利益又は 

営業損失(△) 
   16,134 △  741     3       910    16,307 (   5,402)    10,904

 

 

   当第３四半期連結累計期間（自 平成２１年４月１日 至 平成２１年１２月３１日）    (単位 百万円) 

 
日 本 アメリカ ヨーロッパ ア ジ ア 計 

消去又は

全 社
連 結

  売 上 高 

 (1)外 部 顧 客 に 

   対 す る 売 上 高 

 (2)セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 

 

  104,723 

 

   22,356 

 

   13,209

 

      488

 

    9,613

 

        3

 

    5,517

 

   11,439

 

  133,063 

 

   34,287 

 

      －

 

(  34,287)

 

  133,063

 

      －

計   127,079    13,697   9,616    16,956   167,351 (  34,287)   133,063

営業利益又は 

営業損失(△) 
   18,301 △   49  78 1,652    19,982 (   5,214)    14,767

 
    （注）１．国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

       ２．各区分に属する主な国又は地域 

                 ア メ リ カ ………… 米国、ブラジル 

                 ヨーロッパ ………… ベルギー 

                 ア ジ ア ………… 中国、タイ、シンガポール 
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   ③海外売上高 
 

    前第３四半期連結累計期間（自 平成２０年４月１日 至 平成２０年１２月３１日）  (単位 百万円) 

 
アメリカ ヨーロッパ ア ジ ア 計 

Ⅰ   海 外 売 上 高      25,326      14,995     7,921      48,244 

Ⅱ  連 結 売 上 高 
 

 
    134,543 

Ⅲ 
連結売上高に占める 

海外売上高の割合 
    18.8％      11.2％      5.9％      35.9％ 

 

 

 

    当第３四半期連結累計期間（自 平成２１年４月１日 至 平成２１年１２月３１日）  (単位 百万円) 

 
アメリカ ヨーロッパ ア ジ ア 計 

Ⅰ   海 外 売 上 高      21,121      15,226     7,744      44,092 

Ⅱ  連 結 売 上 高 
 

 
    133,063 

Ⅲ 
連結売上高に占める 

海外売上高の割合 
    15.9％      11.4％      5.8％      33.1％ 

 

 
              （注）１．海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高で 

                      あります。 

２．国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

                    ３．各区分に属する主な国又は地域 

                          ア メ リ カ ………… 米国、カナダ、ブラジル 

                          ヨーロッパ ………… ベルギー、デンマーク、ドイツ 

                      ア ジ ア ………… 中国、インド、インドネシア、台湾、タイ 

 

 

 （６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

     該当事項はありません。 
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